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2023年７月１日より、おおむら内科クリニックの診

療を小国公立病院が引き継ぐ事になりました。 

新たに小国郷公立病院組合のグループ事業の一員と

なる診療所の名称は 

『おぐにサテライト診療所 〜OGNEY入江〜」 

となります。 
 

小国公立病院事業管理者の片岡が診療所長を兼ねる

事になり、数名の医師が診療にあたります。 

これまでのクリニックコメディカルスタッフ（看護

師・事務）は、引き続き当診療所のスタッフとして勤

務継続しますので、これまで通りよろしくお願いいた

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おおむら内科クリニックは、2011年に小国町入江に

開業され、その後１２年に渡り、小国郷の幅広い診療

を担っていただきました。 
 

この度、院長の大村陽一先生が地元の滋賀県にお戻

りになる事になり、小国公立病院がクリニック運営・

診療を引き継ぐ準備を整えて参りました。 

 公的病院が民間のクリニックを引き継ぐという事

は、あまり前例のない事なのですが、小国郷のギリギ

リの医療資源が維持できる様、小国町・南小国町の役

場をはじめ、熊本県、阿蘇・菊池保健所、厚生局、総

務省、内閣府等々の関連機関にご協力いただき、引き

継ぎが実現しました。 
 

 ７月から10月までにサテライト診療所を受診された

方の人数は750名以上（延べ人数ではなく実人数）に

及んでおり、診療の移行は滞りなく進んでおります。 

 公立病院のカルテを参照しながらの診療が可能なの

で、突然の受診でも文字通り”サテライト”としてあ

る程度対応可能です。 
 

 「サテライト診療所〜OGNEY入江〜」は17:30まで診

察の受付を行っております。公立病院よりも少し遅く

まで受付しておりますので、お仕事や学校の後にもご

利用ください。 
 

このサテライト診療所は、国のデジタル田園都市国

家構想に採択された、小国郷医療MaaS・Dx推進事業の

拠点としての役割があります。これまでの患者さんの

対面診療に加えて、訪問診療、オンライン診療車によ

る遠隔診療を行っていく予定です。 

オンライン診療車は今年末ぐらいに走り出す予定で

鋭意準備を進めています。皆様のご支援のほどよろし

くお願いいたします。 
                

おぐにサテライト診療所  

〜OGNEY入江〜 

受付時間 午前 8:45 〜 12:00 

     午後 14:45 〜 17:30 
 

診療科目 内科・総合診療科 
 

※ 来院困難な方の訪問診療も 

  可能な範囲でお受付けいたします 

 

 佐藤光代 

看護師 
 

 7月よりおぐに

サテライト診療

所看護師として

勤務しております。 

出身は、南小国です。京都の病

院で数年間、地元に戻ってから

は、おおむら内科クリニックで

勤務しておりました。 

診療所では、以前のクリニック

のような温かい雰囲気と親しみ

やすさを大切にし、受診される

方が安心して診療を受けられる

ように努めてまいります。 
よろしくお願いします。 

 

 波多野香織 

  事務員 
  

 おぐにサテライト

診療所で7月から勤

務させて頂いてお

ります。 

 生まれも育ちも小国町なので、  

今回、小国公立病院のサテライ

ト診療所として新規開院に携わ

ることができ、また、地域の皆

さまと今後もかかわっていける

ことをとてもうれしく思ってい

ます。 

 これからもよろしくお願い致し

ます。 

おぐにサテライト診療所 

R5年度 インフルエンザ予防接種のご案内 

対象者 ：中学生以上 

接種日程：10/16(月)～ﾜｸﾁﾝがなくなり次第終了 
 

○受診歴のある方 

 ・定期受診の診察時に接種可 

 ・定期受診がない方は 

  月～金 16:45～17:15の間に来院して下さい。 

  予約なしで接種できます。 
 

○受診歴のない方 

 16:45～17:15の間に来院して下さい。 

 上記時間内に都合がつかない方は、 

 お電話での予約をお願いします。 

   予約期間  ：10/2(月)～ 

   予約受付時間：10:00～17:00 (土日祝除く) 

   電話番号  ：32-8010  
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ゆたぁ～と新聞 

小国公立病院 総合診療科  

井上大暉 

 
 

 
 

皆
さ
ん
今
日
咳
は
出
ま
し
た
か
？ 

  

1
回
も
咳
を
せ
ず
に
生
活
す
る
な

ん
て
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
で
す

よ
ね
。 

 

咳
は
外
か
ら
侵
入
し
て
き
た
異
物

(

病
原
微
生
物
や
粉
塵
な
ど)

を
空
気

の
通
り
道
で
あ
る
気
道
か
ら
外
へ
押

し
出
す
人
間
に
本
来
備
わ
っ
て
い
る
防
御
機
構
で
す
。 

  

例
え
ば
風
邪
で
ウ
イ
ル
ス
が
入
っ
て
き
た
時
、
肺
炎
で

細
菌
が
肺
内
に
増
殖
し
て
い
る
時
、
誤
嚥
し
て
食
べ
物
が

気
管
に
入
っ
た
時
に(
場
合
に
よ
っ
て
は
痰
や
鼻
水
と
一

緒
に)

が
出
て
外
へ
異
物
が
排
出
さ
れ
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
咳
自
体
は
決
し
て
悪
い
も
の
で
は
な
く
、

一
時
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
時
に
そ

れ
が
長
く
続
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

  

そ
の
代
表
選
手
が
喘
息(

気
管
支
喘
息)

で
す
。 

  

喘
息
は
３
つ
の
要
素
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。 

①
慢
性
の
炎
症
性
疾
患 

 
 
 
 

 

（
特
に
ア
レ
ル
ギ
ー
性
が
多
い
） 

②
気
道
の
過
敏
性
が
高
ま
っ
て
お
り
刺
激
に
弱
い 

③
可
逆
性
の
あ
る 

 
 

 
 

 

（
悪
く
な
っ
た
り
良
く
な
っ
た
り
す
る
） 

 

気
管
支
が
狭
く
な
る
も
し
く
は
閉
塞
す
る
病
気
で
す
。 

  

呼
吸
器
の
領
域
で
は
大
き
く
閉
塞
性
換
気
障
害
と
呼
ば

れ
る
分
野
の
病
気
で
あ
り
、
同
じ
分
野
に
は
C

O

P

D

（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
；
い
わ
ゆ
る
タ
バ
コ
肺
）
が
あ
り

ま
す
。 

 

喘
息
の
特
徴
は
そ
の
要
素
の
通
り
、
ア
ト
ピ
ー
や
ア
レ

ル
ギ
ー
性
鼻
炎
・
副
鼻
腔
炎
等
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
が
あ

る
人
に
多
く
、
寒
暖
差
が
あ
る
時
や
寒
冷
乾
燥
が
あ
る

時
、
粉
塵
が
舞
う
環
境
に
い
る

時
、
そ
し
て
な
ん
と
言
っ
て
も
夜

間
や
朝
方
に
決
ま
っ
て
咳
が
出
る

と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。 

  

時
に
は
咳
だ
け
で
な
く
、
息
を
吐

く
と
き
に
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
と
い
う

喘
鳴
が
聞
こ
え
た
り
、
話
す
の
が
辛

か
っ
た
り
、
横
に
な
れ
な
い
ほ
ど
息

苦
し
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を
喘
息
発
作
と
言
い
ま
す
。 

   

注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
咳

が
出
て
い
る
時
は
発
作
で
あ
り
、
喘

息
自
体
は
発
作
が
出
て
い
な
い
時
も

存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

  

1

9

5

0
年
代
に
は
喘
息
発
作
で
亡
く
な
る
方
が
、

年
間
１
５
，
０
０
０
人
以
上
の
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今

で
は
意
識
の
改
善
や
薬
の
発
達
で
年
間
１
，
０
０
０
人
を

切
る
勢
い
で
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

た
だ
し
い
わ
ゆ
る
喘
息
死
の
1

/

3
は
軽
症
も
し
く

は
中
等
症
の
喘
息
患
者
の
重
症
発
作
な
の
で
す
。 

 

「
咳
が
出
て
い
な
い
か
ら
、
息
苦
し
く
な
い
か
ら
、
発
作

の
頻
度
が
多
く
な
い
か
ら
」
と
い
う
自
己
判
断
が
重
症
発

作
や
喘
息
自
体
の
重
症
化
の
引
き
金
に
指
を
か
け
さ
せ
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！ 

 
 

 

こ
れ
ま
で
お
話
し
し
た
よ
う
な
病
歴
に
心
当
た
り
が
あ

る
方
、
喘
息
と
言
わ
れ
て
い
る
け
ど
正
直
治
療
を
サ
ボ
っ

て
い
る
と
い
う
方
、
よ
く
咳
だ
け
の
風
邪
を
ひ
く
ん
だ
よ

ね
と
思
っ
て
い
る
方
々
は
一
度
呼
吸
器
内
科
な
ど
に
相
談

し
て
み
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

 
 

 

さ
て
喘
息
の
治
療
で
す
が
、
主
に
吸
入
薬
が
主
体
と
な

り
ま
す 

基
本
的
に
は
炎
症
を
和
ら
げ
る
吸
入
ス
テ
ロ
イ

ド
を
ベ
ー
ス
に
、
時
に
は
気
管
支
拡
張
作
用
や
粘
液
産
生

を
抑
え
る
用
の
あ
る
薬
が
最
大
3
剤
ま
で
混
ざ
っ
て
い
る

製
剤
を
使
用
し
ま
す
。
そ
こ
に
鼻
水
や
鼻
づ
ま
り
が
あ
る

方
に
は
寝
る
前
1
回
の
ア
レ
ル
ギ
ー
の
薬
を
内
服
す
る
と

い
う
こ
と
が
多
い
で
す
。 

  

喘
息
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
悪
け
れ

ば
吸
入
回
数
を
増
や
し
た
り
、
吸
入

薬
の
種
類
を
変
え
た
り
、
生
物
学
的

製
剤
と
い
う
注
射
薬
を
選
択
肢
と
し

て
提
示
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

 

ど
う
し
て
も
強
い
発
作
が
出
て
し
ま
う
人
に
は
短
期
間

も
し
く
は
長
期
的
に
内
服
ス
テ
ロ
イ
ド
を
使
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。 

た
だ
し
内
服
の
ス
テ
ロ
イ
ド
に
は
感
染
症
や

骨
粗
鬆
症
、
糖
尿
病
や
肥
満
に
な
り
や
す
い
な
ど
の
副
作

用
も
あ
り
ま
す
の
で
使
用
の
際
は
必
ず
主
治
医
の
指
示
に

従
っ
て
下
さ
い
。 

   

余
談
で
す
が
喘
息
に
対
す
る
内
服
ス
テ
ロ
イ
ド
の
使
用

頻
度
が
熊
本
県
は
な
ん
と
・
・
全
国
２
位
…
。
実
は
全
国

屈
指
の
喘
息
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
良
県
な
の
で
す
。 

  

喘
息
は
最
初
可
逆
性
の
あ
る
病
気
で
す
が
、
放
置
す
る

と
慢
性
炎
症
が
進
行
し
、
気
管
支
の
構
造
が
変
化
し
ま

す
。
こ
れ
を
リ
モ
デ
リ
ン
グ
と
言
い
、
徐
々
に
可
逆
性
が

失
わ
れ
て
い
き
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
早
い
段
階
か
ら
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
つ
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。 

 
 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
喘
息
と
C

O

P

D
は
重
な
っ

て
ひ
ど
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
吸
入

薬
が
解
毒
剤
と
す
る
と
喫
煙
は
毒
。 

  
 
 

“
治
療
の
一
歩
は
禁
煙
か
ら
！
” 

な
ん
て
方
も
中
に
は
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

小国公立病院 

インフルエンザ予防接種について

R5年11月3日 文化の日。

雲1つない、強い日差しをあびながら、

42.195ｋｍを襷を繋ぎながら完走を目指すリレー、「第

10回熊本リレーマラソン」に当病院スタッフが参加しま

した。 チーム名は「おぐにタートル郷」 

 院長をはじめ、各部署の走りに自信があるスタッフ？

10名が、一周2kmのコース

を交代しながら21周駆け抜

け、3時間45分07秒でゴー

ルしました。 

 参加したスタッフ、応援し

てくれたスタッフ、阿蘇医

療センターの職員の皆様

と、たくさんの交流ができ

たイベントになりました。 



 

ゆたぁ～と新聞 

 

 皆さんは「心不全」と聞いてど

んなことが思い浮かびますか？ 
 

 心不全とは、“心臓が悪いため

に、息切れや、むくみが起こり、

だんだん悪くなり、生命を縮める

病気“と定義されています。 

 治療をすることで寿命を伸ばす

こともできますが、治療せず放置しているとがんよ

りも早く死に至ることもあると言われています。 
 

＜心不全の原因は？＞ 

 心不全の原因となる病気として、心筋梗塞（心臓の

血管が詰まる病気）、心臓弁膜症（心臓の中の弁に

問題が生じる病気）、心筋症（心臓の筋肉に問題が

生じる病気）や不整脈、高血圧などが挙げられま

す。また、貧血や腎不全といった併存症、塩分や水

分の摂取過多などの複数の要因が絡み合って急激に

心不全が悪化することもあります。 
 

＜心不全の症状は？＞ 

 代表的なものは、「息切れ、動悸」と「足やまぶた

のはれ」です。その他、倦怠感、夜間頻尿などさま

ざまな症状が現れます。 

 

 具体的には、1週間で2〜3kg以上の体重増加や、む

くみが強くなってきた時は心不全の悪化兆候のた

め、日常の体重測定、むくみのチェックは心不全の

自己管理として大変重要になり、悪化の早期発見に

つながります。 
 

＜心不全によるむくみとチェックするポイント＞ 

 心臓の働きが弱ると血管内に余分な水分が溜まって

きます。その水分が血管の外にしみだしてむくみの

原因となります。 
 

 むくみのセルフチェック方法としては、脛の前面の

真ん中あたりを指で押してみて

ください。 

 押した部分がへこんでしばらく

元に戻らないという方はまさに

今むくんでいます。 

 むくみの原因はさまざまです

が、心不全の場合はむくみだけが生じることは少な

いと考えられるため、むくみに加えて体重増加や息

切れ、倦怠感などの複数の症状が当てはまる場合

は、心不全によるむくみを疑います。 
 

＜日常生活でできる心不全によるむくみ対策＞ 

 最も大切なことは減塩です。 摂取した塩分を排泄

できないとむくみにつながるからです。 

 具体的には1日6g以下を目安に減

塩に取り組んでみてください。 

 また、筋力の維持、寿命を伸ば

すための運動も大切です。 
 

 最後に、心不全の患者さんにとってむくみは1つの

心不全の目印となり、自己管理の目安にもなりま

す。脛の前面のむくみと体重増加があった場合には

放置すると、入院が頻回に必要になることがありま

す。むくみと体重の変化に応じて減塩などの生活習

慣を改善し、心不全のセルフケアに役立ててみてく

ださい。 

小国公立病院 総合診療科 小野 悠美 

心不全・・・ 



 

 
  

コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
に
行
く
と
、
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
や

年
賀
状
、
お
せ
ち
な
ど
の
予
約
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
販
売
コ
ー

ナ
ー
を
見
か
け
る
の
で
す
が
、
何
故
か
実
感
が
湧
か
な
い
日
々

を
過
ご
し
て
い
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
・
・ 

   

今
回
の
ゆ
た
ぁ
～
と
新
聞
は
、
令
和
５
年
９
月
号
と
11

月
号
の

合
体
版
と
な
り
ま
し
た
。
両
町
の
広
報
誌
に
掲
載
し
た
内
容
で

す
の
で
、
皆
さ
ん
も
一
読
は
さ
れ
て
い
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。 

   

こ
ち
ら
の
都
合
で
合
体
版
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
配
置

を
工
夫
し
た
り
、
イ
ラ
ス
ト
を
増
や
し
た
り
し
て
い
ま
す
の

で
、
ま
た
違
っ
た
視
点
で
読
み
返
し
が
出
来
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
待
ち
時
間
や
家
に
持
ち
帰
り
、
ゆ
っ
く
り
を
読
ん

で
頂
け
る
と
、
作
成
側
と
し
て
は
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

   

次
回
は
、
年
が
明
け
て
か
ら
の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

お
楽
し
み
に
・
・
・ 

 
                                            

新
聞
担
当 

渡
邉 

ゆたぁ～と新聞 

小国公立病院に 

外国人の職員をお迎えしました 

 今年度、5/1より小国郷公立病院組合 小国公立病院では、外国人特定技能実

習制度を活用した「外国人介護職員」としてミャンマーから2人の受け入れを開

始しました。どうぞ皆さま、宜しくお願い致します。 
 

 ここで、技能実習制度との違いを簡単に説明します。技能実習は、発展途上国

への国際貢献が目的であり、特定技能は、労働人口不足解消が目的で2019年4月

からスタートした新しい在留資格になります。 

 技能実習生は、知識を学びに来ることを目的とした研修制度で 日本語能力や

技能レベルは問われないのですが、特定技能は、 一定の技術を持っている方が

技術を活かし、日本で労働を行う労働不足を改善する制度あるため、日本語能

力テスト、各産業分野でのテストに合格して初めて在留資格を取得できます。 
 

 在留期間は、特定技能は、基本が5年間です。この間に、介護福祉士の資格を

取得等により、延長することができます。 

 二人に、長くこの小国郷で働いていただけるように、皆様の地域での 

サポートを宜しくお願い致します。            

<事務局長 玉飼 博之> 

看護部より紹介させていただきます。 

5月より、新たに看護補助者としてミャンマーからソーナンダウィさん(写真 

左)と、テッパィンソーさん(写真 右)が来られ、一緒に働くことになりました。 

ミャンマーは年間を通じて夏の陽気で、平均気温 18～20℃と温暖な気候らし

く、小国郷とではかなりの気温の差があるようです。 

最初に来られた日は、小国の気温は18℃。寒かったようで、室内の暖房は高め

に設定されていました。「寒いのは大丈夫ですか」と声をかけると、2人は笑顔で

「大丈夫です！」と答えてくれました。 

この2人の笑顔はとても微笑ましくて、こちらも笑顔になります。 

 日本語での会話はできますが、まだまだ

不安なところもありますので、温かく見

守って頂き、また、何かありましたら、

遠慮なく職員へお声かけ下さい。 
 

 まだまだ小国郷での生活は不慣れなとこ

ろもありますが、「頑張ります」と笑顔

で言う２人を応援して頂ければと思いま

す。これからも宜しくお願いします。 
 

<看護師長 佐藤明日香> 

臨床検査技師 

時松 真衣
と き ま つ ま い

 

 6月から小国公立病院で働いています。 

心優しい人の多い小国町で、地域住民の方々の

為に働けて光栄です。 

 患者様の不安に寄り添い、信頼して頂けるよう、

これまでの経験を活かして頑張りますので、宜しく

お願いします。 

事務局 

佐藤 瑠奈
さ と う  る な

 

 5月から小国公立病院で働かせて頂いています。 

 初めてのことばかりで慣れない部分がありますが、

日々楽しく過ごしています。 

 小国公立病院の一員として、精一杯頑張りたい

です。これからもよろしくお願いいたします。 

看護師（外来） 

大川 幸子
お お か わ  さ ち こ

 

 熊本県看護協会より「くまもっと活躍ナース」として、

9月より外来で勤務しています。 

 小国町の寒さにはびっくりしていますが、町の風景

や温泉、野良猫達に癒されながら頑張っています。 

 これからもよろしくお願いします。 


